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群馬県の概要

※出展：群馬県ＨＰ資料より抜粋 Ｖalue for Ｔomorrow-1-

 人口規模は約200万人で中堅クラス。発達した交通網、安定した気候と災害への安心感、
長い歴史で築かれた基盤技術などで、工場立地件数は全国トップクラス

 本州のほぼ中央、首都東京から約100ｋｍに位置しており、アクセスの便が良い

 多彩で多様な農業が展開され、「首都圏の台所」と呼ばれる

 温泉、自然、歴史遺産といった魅力あふれる観光資源が人々を惹きつける



・ 長い歴史で築かれた製造業の基盤技術
・ 豊かな水資源と観光資源
・ 安定した気候と少ない地震災害
・ 発達した交通網

Ｖalue for Ｔomorrow

 群馬県の主な特徴

◆ はじめに群馬県の特徴

※出展：群馬県ＨＰ資料より抜粋-2-

北陸新幹線
2022年度 福井まで

延伸予定

東京へのアクセス良好



〔 件数 〕

 産業構造

製造品出荷額

８兆６,９９３億円 全国第１３位

※輸送機器の中心は、レガシーなどを主力とするスバル（ＳＵＢＡＲＵ）

⇒ トヨタ、ホンダを上回る営業利益率 11.1％

（2017年度： 生産台数 1,049千台 （群馬県67%、米国33％）

（出所） 2017年群馬県工業統計

～ 製造業における優れた技術の集積

61 57 56
63

34

※電気業を除く； 群馬県ＨＰより作成、 は全国順位

製造品出荷額の内訳 群馬県への新規工場立地の状況

12
3 23

主な県内立地企業

群馬経済を牽引する製造業（輸送機器）

輸送機器　 SUBARU、日野自動車、ミツバ、日本発条、

　　　　　　　　 カルソニックカンセイ、ボッシュ

食料品　　 山崎製パン、森永製菓、ブルドックソース、 

ハーゲンダッツ、ダノンジャパン、日本ケロッグ

化学     信越化学工業、協和発酵キリン、関東電化工業

業務用機器  キヤノン電子、サンデン

飲料・飼料  明治、サッポロビール、サントリー

Ｖalue for Ｔomorrow

8兆6,993億円
（100.0）

工場立地件数 （電気業を除く）

３４件 全国 第１位（２０１８年上期）

うち輸送機器 ３兆５,７９３億円 全国第４位

-3-
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群馬銀行の概要

Ｖalue for Ｔomorrow-4-



Ｖalue for Ｔomorrow

設立

資本金

総資産

自己資本比率

従業員数

AA ： 日本格付研究所（JCR）

A+ ： 格付投資情報センター（R&I)

A2 ： ムーディーズ

A- ： スタンダード＆プアーズ

名称

 国内152店舗、海外1店舗（ＮＹ）

 駐在員事務所2（上海、バンコク）

格付
（長期格付）

拠点数

 3,249人

 12.35％（連結）

 8兆790億円

 486億円

 現地法人1（香港）

 1932年9月（営業開始11月）

 株式会社　群馬銀行

 The Gunma Bank,Ltd.

会 社 概 要

 1878年 11月 第三十九国立銀行の設立

 1932年 11月
群馬大同銀行として営業開始
（資本金580万円）

 1941年 5月 総預金１億円達成

 1948年 11月 東京支店開設

 1955年 1月 群馬銀行へ名称変更

 1964年 4月 群馬県の指定金融機関となる

 1970年 2月 東証二部から一部へ

 1988年 4月 ニューヨーク支店開設

 2015年 12月 貸出金5兆円達成

 2016年 2月 ぐんぎん証券設立

 2018年 4月
ぐんぎんコンサルティング設立
（10月開業）

主 な 沿 革

◆ プロフィール

設立当時の本店

（発行済株式総数453,888千株）

※上記は2018年12月末現在 -5-



群馬県
１０４店舗

海外店含め１５３店舗

栃木県
１０店舗

埼玉県
２３店舗

東京都
９店舗

神奈川県
３店舗

千葉県
１店舗

長野県
１店舗

大阪府
１店舗

上海駐在員
事務所

バンコク駐在員
事務所

群馬財務（香港）有限公司

ニューヨーク支店

アジア拠点

◆ 店舗ネットワーク

Ｖalue for Ｔomorrow

※1

2001.2 コンビニエーティーエム支店
2009.3 振込集中支店
2017.6 インターネット支店 を含む

※1

東
京
か
ら

圏
内

100
km

-6-※上記は2018年12月末現在

業務提携する

現地銀行のある国

中国、タイ、ベトナム

インド、インドネシア

シンガポール、フィリピン

メキシコ



2016/3末 2017/3末 2018/3末 2018/12末

6兆8,697億円

前年同期比 ＋１,５４６億円
（年率＋２．２％）

地銀64行の順位第１１位地銀64行の順位第１１位

県内シェア県内シェア
6兆6,821億円

6兆4,456億円

1 横浜

2 千葉

3 福岡

・

11 群馬

・

群馬県全体
15.7兆円

群馬銀行
35.2％

大手行・

その他地銀8.3％

第二地銀
5.8％

信用金庫
16.8％

信用組合4.3％

ゆうちょ銀行
16.1％

農協
10.1％

労金3.4％

◆ 預金等の状況

※預金等は「預金と譲渡性預金」を合計した資金量を指しています。

※

Ｖalue for Ｔomorrow-7-

7兆58億円

※2018/12末比較



2016/3末 2017/3末 2018/3末 2018/12末

5兆5,595億円

前年同期比 ＋１,６０１億円
（年率＋２.９％）

5兆5,186億円

5兆2,242億円

5兆473億円

群馬銀行
36.3％

大手行・
その他地銀

19.4％

第二地銀8.6％

信用金庫
21.7％

信用組合5.1％

労金
5.3％

農協
3.6％

群馬県全体
6.4兆円

◆ 貸出金の状況

地銀64行の順位第８位地銀64行の順位第８位

Ｖalue for Ｔomorrow

県内シェア県内シェア

-8-

※2018/12末比較

1 横浜

2 千葉

3 福岡

・

8 群馬

・



349
319 332

239
266

252 260

215

286
263

283

230

2016/3期 2017/3期 2018/3期 2018/12期

当期純利益は過去最高水準域で推移

過去最高益 過去２番目

マイナス金利政策
の導入

当期純利益

コア業務純益

◆ 利益水準の状況

地銀64行の資金量
上位15行中

地銀64行の資金量
上位15行中

コア業務純益 第9位
当期純利益 第７位
コア業務純益 第9位
当期純利益 第７位

「コア業務純益」は、貸出業務など銀行の本来の収益力

を表す（会社の営業利益に相当する）利益のこと。

「連結当期純利益」は、親会社株主に帰属する当期純利益のこと。

（単位：億円）

Ｖalue for Ｔomorrow-9-

連結当期純利益

※2018/12末比較

過去３番目

1 横浜
2 千葉
3 福岡

・
9 群馬

・

1 横浜
2 千葉
3 福岡

・
7 群馬

・

《 コア業務純益 》

《 当期純利益 》

９か月間

進捗率
81％



1.90％ 1.81％ 1.69％ 1.73％

2016/3末 2017/3末 2018/3末 2018/12末

966億円
934億円

947億円959億円

リスク管理債権比率は低位安定

◆ 不良債権の状況

地銀64行の資金量
上位15行中第10位
地銀64行の資金量
上位15行中第10位

リスク管理債権額

リスク管理債権比率

※

Ｖalue for Ｔomorrow

「リスク管理債権」とは、貸出金

のうち銀行法で定められた「破綻

先債権」、「延滞債権」、「３ヵ月以

上延滞債権」、「貸出条件緩和債

権」に分類される不良債権のこと。

-10-

（1.62％）
（1.56％）

（1.44％） （1.45％）

※（ ）内は部分直接償却後の比率

1 静岡

2 広島

3 千葉

・

10 群馬

・

※2018/12末比較



2016/3末 2017/3末 2018/3末 2018/12末

5,220億円
4,987億円

4,670億円

12.62％ 12.58％ 12.41％ 12.35％

総自己資本の額

11.81％ 11.93％ 11.83％ 11.51％

連結総自己資本比率

◆ 自己資本比率（連結）の状況

地銀64行の資金量
上位15行中第7位
地銀64行の資金量
上位15行中第7位

自己資本比率は、国際統一基準行に求められる８％を大きく上回る

※1. 自己資本比率規制において、

海外に営業拠点を有する銀

行に適用される基準。

※1

Ｖalue for Ｔomorrow

連結普通株式等Tier1比率

※2

※3

※3. 普通株式等の基本的な資本

をリスク・アセットの総額で

除して計算します。

※2. 総自己資本の額をリスク・

アセットの総額で除して計算

します。

-11-

5,141億円

※2018/12末比較

1 八十二

2 静岡

3 伊予

・

7 群馬

・



経営戦略

Ｖalue for Ｔomorrow-12-



◆ 中期経営計画

Ｖalue for Ｔomorrow

Ｖａｌｕｅ ｆｏｒ Ｔｏｍｏｒｒｏｗ
（ＶＴ-プラン）

２０１６年４月～２０１９年３月

Ｖａｌｕｅ ｆｏｒ Ｔｏｍｏｒｒｏｗ
（ＶＴ-プラン）

２０１６年４月～２０１９年３月

価値ある提案を
明日に向けて

価値ある提案を
明日に向けて

（１０年先を見据えて）

持続可能な
ビジネスモデル

の構築

持続可能な
ビジネスモデル

の構築

『新たな挑戦』の具体的な取組み

＜多様な収益源の確保＞＜多様な収益源の確保＞

銀証連携による証券業務への
取組み強化
銀証連携による証券業務への
取組み強化

フィンテックの戦略的活用フィンテックの戦略的活用

めざす企業像めざす企業像

地域とお客さまの明日をサポートし、
ともに成長する地域金融グループ

２つの戦略テーマ２つの戦略テーマ

『 更なる深化 』『 更なる深化 』
成長戦略の継続と価値ある提案の深化成長戦略の継続と価値ある提案の深化

『 新たな挑戦 』『 新たな挑戦 』
ビジネス領域の拡大とグループ総合力の発揮ビジネス領域の拡大とグループ総合力の発揮

（リテール貸出の増強、マーケット拡大） （コンサルティング営業力の強化）

※「リテール貸出」とは中小企業貸出と個人貸出のこと。 -13-

コンサルティング営業態勢の
再構築
コンサルティング営業態勢の
再構築



（単位：億円、％）

17/12末 18/12末

（5.5）

（7.4）

17/12末 18/12末 17/12末 18/12末

17/12末 18/12末

（5.5）

（7.4）

17/12末 18/12末 17/12末 18/12末

全店

全店

群馬

群馬

京浜

京浜阪

20,612 21,632

10,512 10,802
2,858 3,219

(6.7)
(4.9)

(2.8) (2.7)
(25.5) (12.6)

22,240 22,885

10,573 10,495 3,146 3,582

(5.0) (2.8)

(0.4) (▲0.7)
(23.8) (13.8)

（ ）内は前年同期比

※除く、東京・大阪支店勘定。

前年同期末比増加
地域別内訳

＋644

前年同期末比増加

＋1,020

地域別内訳
群馬
290

埼玉
249

栃木
114

京浜
360

その他
5

1,020

13
460

1,731

5,894

6,603

1/3末 6/3末 12/3末 17/12末 18/12末

足立 (2017.7)

葛西 (2016.5)

川崎 (2015.10)

荻窪 (2014.12)

相模原(2013.2)

松戸 (2011.10)

立川 (2011.5)

上田 (2007.10)

越谷 (2007.8)

所沢 (2006.10)

川越 (2004.11)

浦和 (2001.2)

Ｖalue for Ｔomorrow

深谷上柴

武蔵浦和

上里

越谷

籠原

熊谷

本庄南

深谷
本庄

行田

春日部

羽生

与野

浦和

戸田

川口

鴻巣

妻沼

所沢

川越

吹上

東京
四谷

上野池袋

上尾

大宮

八王子

相模原

荻窪
葛西

川崎

立川

松戸

横浜

上田

JR

足立

《 出店の考え方 》

・人口増加地域

・（経済規模・企業数・人口

に比し）金融機関数が、

相対的に少ない地域

・既存店舗から十分な情報

が取れる地域

2000年以降の店舗
⇒リテール貸出の
増強に大きく貢献

（単位：億円）

群馬
▲77

埼玉 163

栃木
53

京浜阪
435

その他
68

埼玉・京浜
新設店割合

店舗数

利益

※利益は経費・信用コスト控除後利益

30.5％

新設店

新設店
23.4％

前年同期末比
＋709億円

（年率＋12.0％）

◆ 成長戦略の継続と営業エリアの拡大

 中小企業

 個人

 新規出店の状況 ～マーケットの拡大を意識した出店

 新設店の貸出金状況644

-14-



（ ％）：グループ持分

黄色の４社は、ＶＴ-プランの施策

（100％）

（51.4％）

（100％）

（100％）

（15.0％）

（31.8％）

（47.4％）

（100％）

（100％）

㈱ﾌｨﾝｸﾛｽ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

デジタル化投資や
各種施策の実施等

グループ総合力の発揮

Ｖalue for Ｔomorrow

（14.3％）

2016年２月設立

2016年7月資本参加2018年4月設立
2018年10月営業開始

2018年6月設立

-15-



Ｖalue for Ｔomorrow-16-

◆ 個人のお客さま向けコンサルティング営業の推進

◆ 資産運用相談業務において、より高度な証券業務ニーズへ対応

 ライフステージに応じたコンサルティング機能の発揮

 コンサルティング拠点の増加 ・ レベルアップ

 ぐんぎん証券株式会社の設立

◆ 「ローン ・ほけん相談プラザ高崎」、「ローン ・ ほけん相談プラザＥＡＳＴ」の開設

（「保険の窓口」と提携し、人材を受入れて専門人材を育成）

◆ 「個人相談プラザ前橋」の開設（２０１９年２月２８日）

（専門人材を集め、全店顧客を対象に相談業務を行う） ⇒ 個人相談プラザを増設予定

135
247

294 329
4,940

7,927

10,681

13,166半期販売額

累計口座開設数

（単位：億円、口座）

◆ ローン商品や資産運用商品の品揃え拡充と借入・資産運用相談業務の強化

（ローン・資産運用相談の担当者を増強）

◆ ＡＴＭやインターネットの活用、システム開発により、顧客利便性を向上

ぐんぎん証券の販売額と口座開設数

会社名 ： ぐんぎん証券株式会社

資本金 ： ３０億円

開業 ： ２０１６年１０月（設立同２月）

拠点 ： 前橋・高崎・太田・渋川

⇒ 開業後、口座開設数・販売額とも順調に推移

開業２年目で純利益３億円（計画を前倒し黒字達成）

＜ 本店は群馬銀行前橋支店の３階 ＞

17/3期 17/9 期 18/3 期 18/9期

＜ 個人相談プラザ前橋の外観 ＞



ものづくり

サービス, 

成長分野, 

地域創生, 

金融サー

ビス, 

 地方創生への取組み

講演会
の開催

ぐんぎん
経営塾の開講

セミナー/
勉強会の開催

ビジネス情報
の配信と提供

Ｖalue for Ｔomorrow

 「２０１７年度」ぐんぎんビジネスサポート大賞

会員数 11,896先（18/12末）

 ぐんぎんコンサルティング（株）の設立

～より専門的なコンサルティング（ソリューション）を提供するために～

・２０１８年１０月開業、資本金１億円、社員数１３名でスタート

 ぐんぎん経営倶楽部

ぐんぎん
経営倶楽部

 地域経済活性化に向けた自治体との連携 包括連携協定の締結（群馬県の他８市２町）

 中小企業に対する具体的な支援

（件数）

• 起業、創業、新規事業（商品）の導入等・・・ビジネスサポート大賞/各種ファンドの創設等

• 企業間交流、ビジネス情報の提供等・・・・・ぐんぎん経営倶楽部

• 専門人材の活用等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中小企業活性化支援サービス等

• 各種補助金の有効活用・・・・・・・・・・・・・・・補助金デスク

• 経営課題に対するソリューションの提供・・「事業性評価」（※）に基づく最適な提案

 営業店の業績査定において、「事業性評価」の取組みに
「プロセス評価」を導入

中長期的なリレーション強化 取引先の満足度向上 取引先の成長・発展

営業店 取引先接点増強 課題把握 課題解決

将来の当行収益増強

プロセス評価

420

100

83
43

107

87

ものづくり

サービス

成長分野

地域創生

金融サービス

（※）・地域経済や産業動向等を踏まえ、取引先企業の事業内容や成長可能性等を適切に評価すること。

・その過程で社長等との対話から経営課題（ニーズ）の相互認識を図り、ソリューション提案に繋げる。

の部門別応募状況

 群馬県、伊勢崎市との連携協定締結式

（２０１７年１月） （２０１８年８月）

◆ 法人のお客さま向けコンサルティング営業の推進
（地方創生への取組み）
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今期決算の業績予想と

株主還元の状況

Ｖalue for Ｔomorrow-18-



319
332

296

252 260 260263
283 285

2017/3月期 2018/3月期 2019/3月期

連結当期純利益は高水準で推移

◆ ２０１９/３月期決算の業績予想

Ｖalue for Ｔomorrow

〈２０１９/３月期の取組み〉

 リテール貸出の増強

 非金利業務利益の増強

 政策株式の削減

-19-
※連結当期純利益は、親会社株主に帰属する当期純利益。

（削減に伴う売却益の計上）

当期純利益

コア業務純益

（単位：億円）

連結当期純利益 ※

業績予想
（２０１８年５月公表）



 株主還元方針

財務体質の強化に努めるとともに安定的な配当を継続する

株主還元率は、当面、単体の当期純利益の４０％目安。

株主還元 ４０％目安

※ 株主還元 ４０％目安 ≒ （配当総額＋自己株式取得額）/  当期純利益

 株主還元率等の推移

Ｖalue for Ｔomorrow

43 45 49 44 50 54 53 56

42 21 20 22

95
55 46 48

2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3

67.5%

37.0%37.2%37.1%

48.6%

41.0%

株主還元率

自己株式取得額（億円）

配当額（億円）

1株当たり配当金（円）

39.7% 40.1%

うち80周年記念
配当＋1.0円

◆ 株主還元
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9.0 9.5
10.5

9.5

11.0
12.0 12.0

13.0

うちCB発行に
伴う取得 65

株価 配当利回
５００円 ⇒ ２.６％

基本方針の下、業績連動型の株主還元を実施。



（※）基準日の３営業日前（基準日を含まない）までにご購入の必要があります。

基準日 毎年３月３１日（※）

対象株主 基準日時点の当行株主名簿に記載されている

普通株式１,０００株以上お持ちの株主さま

株主優待制度の内容

5千株以上～1万株未満・・・4,000円相当

1万株以上 ・・・6,000円相当

1千株以上～5千株未満・・・2,500円相当

里見梨 赤城牛 すき焼き用 群馬県のお米セット

[人気商品の例]

甘糀粕漬詰合せ

Ｖalue for Ｔomorrow-21-

◆ 株主優待制度

地元（群馬・埼玉・栃木県など）

の特産品の中から保有株式数

に応じて選定



ＥＳＧへの主な取組み

Ｖalue for Ｔomorrow-22-

（補足資料）



・ＥＳＧ とは、環境（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）、社会（Ｓｏｃｉａｌ）、ガバナンス（Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ）の頭文字をとったもの。
・ＥＳＧ への取組みは、持続可能な社会の実現に向けた社会的な要請となっている。

Ｅ
・環境問題への取組み （環境方針の策定・公表、環境保全等に資する商品の提供）

・公益財団法人群馬銀行環境財団の活動支援等、その他の取組み

（森林整備活動「ぐんぎんの森」、店舗の省エネ化、電気自動車充電スタンド導入）

Ｓ

Ｇ

・地域への取組み （富岡製糸場清掃活動、ぐんぎん地方創生私募債）

・スポーツ振興 （バレーボールチーム「グリーンウィングス」を通じた活動、県内マラソンへの協賛）

・芸術・文化振興 （群馬交響楽団の活動支援、「群馬の絹遺産」ファンド）

・金融教育への取組み （「エコノミクス甲子園」群馬大会の主催） ・福祉活動 （バリアフリーへの取組み）

・ガバナンス態勢の構築

（適正な経営の意思決定と効率的な業務執行体制の構築）

（健全な経営の基礎となるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ体制とﾘｽｸ管理体制の充実）

（透明性のある経営をめざした企業情報の適時適切な開示と積極的なIR活動）

地域社会の持続的な発展のために、ESGに関する諸課題に積極的に取組んでいます。

-23- Ｖalue for Ｔomorrow

ＥＳＧへの取組み



◆快適で健全な環境の整備向上に関する事業を行い、

自然と人間が共生できる環境を確保し、地域社会の

発展に寄与することを目的に、1995年に設立

＜啓発活動＞

「ｴｺ・ｷｯｽﾞ・ｷｬﾝﾌﾟ ｉｎ 赤城山」、「環境探検隊」

＜助成活動＞

「群馬銀行環境財団教育賞」、「群馬銀行環境財団賞」

・群馬銀行は、環境と産業が両立する真に豊かな地域社会の実現をめざし、ふるさとの自然環境を大切にしていきた

いと考えています。環境保全に積極的に取組み、市民として責任ある役割を果たしていきます。

群馬銀行環境方針

【環境行動基準】

１．省資源、省エネルギー、リサイクル活動を推進し、環境への負荷の低減に努めます。

２．金融商品・サービスの提供などを通じて、環境保全に取組むお客さまを支援します。

３．役職員に対する環境教育を推進し、役職員の環境保全活動を支援します。

４．地域における環境保全活動を支援します。

商品・サービスを通じた取組み

◆環境配慮型私募債の取扱い

◆自然環境保護ファンド「尾瀬紀行」取扱い

◆省エネローン、マイカーローンの金利優遇
（環境に配慮した住宅設備の購入、エコカーの購入）

その他の環境への取組み

◆「ぐんぎんの森」整備活動

◆店舗の省エネ化・・・太陽光発電システムの支店設置

◆電気自動車用充電スタンドの本店設置

公益財団法人群馬銀行環境財団

《 ぐんぎんの森 》

（2018年9月までの取扱実績）

《 本店営業部のＥＶステーション 》《 前橋北支店のソーラーパネル 》

種　類 取扱開始 件　数 金　額　

環境配慮型
銀行保証付私募債

2007年10月 259件 329.5億円

環境配慮型
信用保証協会保証付私募債

2008年10月 7件 3.3億円

-24- Ｖalue for Ｔomorrow

ＥＳＧへの取組み（１） ～環境（Environment)～



・群馬銀行は、幅広い金融サービスの提供により地域経済の成長を支えていくとともに、様々な

社会貢献活動に取組み、地域社会の発展に役立てるように努めています。

地域の活性化に関する取組み

《 「ぐんぎん地方創生私募債」寄付実績 2017.4～2018.9 》

《 事業性評価 》

・自動車関連産業（ 14先）、営業店取引先企業（856先）

※事業性評価 ： 地域経済や産業動向等を踏まえ、取引先企業の事業内容や成長可能性等

を適切に評価すること。その過程で社長等との対話から経営課題（ニーズ）

の相互認識を図り、ソリューション提案に繋げる。

【事業性評価の体制】

《群馬の絹遺産 寄付金贈呈式》 《ぐんぎんﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾎﾟｰﾄ大賞 授賞式》 《ぐんぎん経営倶楽部 講演会》

※ より高度なコンサルティング提案に対応できるよう

「ぐんぎんコンサルティング（株）」を設立。 （開業2018年10月）

◆金融仲介の取組み

※取組状況や実効性等を客観的に示す指標として、

「金融仲介機能のベンチマーク」を公表

◆事業性評価に基づく最適なソリューションの提供

◆ぐんぎん経営倶楽部を通じた地域貢献

◆「ぐんぎんビジネスサポート大賞」による事業化支援

◆投資信託「富岡製糸場・絹産業遺産群保護活動応援

ファンド 愛称：群馬の絹遺産」の取扱い

◆「新入社員講習会」開催等による取引先企業の人材育成

◆「ぐんぎん地方創生私募債」の取扱い
取
引
先

外
部
機
関

外
部
専
⾨
家

本部

営業店

事業性評価
の実施 連携 ・

ぐ
ん
ぎ
ん
コ
ン
サ
ル
テ
␽
ン
グ(

株)

 ⾃動⾞関連産業全般の調査・分析
 個別の取引先企業に対する事業性評価の実施
 ソリューションの策定及び実⾏⽀援

 事業性評価の実施による経営課題の共有
 経営課題に対する最適なソリューションの策定
及び提供

種　類 件　数 金　額　

「未来（あした）へのエール」
（寄付対象：学校）

103件 18百万円

「ぐんまの力」
（寄付対象：地公体等）

55件 13百万円
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ＥＳＧへの取組み（２）の① ～社会（Social)～



・群馬銀行は、幅広い金融サービスの提供により地域経済の成長を支えていくとともに、様々な

社会貢献活動に取組み、地域社会の発展に役立てるように努めています。

《女性活躍に関する認定》

・「プラチナくるみん」取得

次世代育成支援対策法の基づく、優良な「子育てサポート企業」

・「えるぼし3段階目（最高位）」取得
女性活躍推進法に基づき女性活躍の取組みの実施状況が優良な企業

社会貢献に向けた取組み

◆当行バレーボール部「群馬銀行ｸﾞﾘｰﾝｳｲﾝｸﾞｽ」の活動

◆文化スポーツ支援活動

◆金融経済教育への取組み

バリアフリーへの取組み

◆コミュニケーションツールなどの全店設置

◆ＡＴＭのバリアフリー対応

◆店舗のバリアフリー対応

活力ある組織風土の実現に向けて

◆女性活躍に関する認定取得

◆専門人材の育成と活用

◆多様な人材の活躍促進

・若手行員を育てる態勢づくり

・女性活躍の促進

・育児サポート手当、在宅勤務の導入

《グリーンウイングス》 《群馬交響楽団》 《ｴｺﾉﾐｸｽ甲子園群馬大会》

働
き
方
改
革 《女性活躍の促進》 《入行2年目行員による出前授業 》 《女性専門ﾁｰﾑﾐｰﾃｨﾝｸﾞ》
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ＥＳＧへの取組み（２）の② ～社会（Social)～



・群馬銀行は、コーポレート・ガバナンスの充実を経営の最も重要な課題と位置づけ、取引先、地域社会、

株主の皆さまからの高い評価とゆるぎない信頼を確立できるよう努めています。

コーポレートガバナンス体制図

社外取締役・社外監査役

 社外が全体の３割以上を占める

 社外の視点を経営に活かす

社外取締役 ２名/全取締役９名

武藤　英二 氏   元日本銀行理事

近藤　潤    氏   元株式会社ＳＵＢＡＲＵ代表取締役副社長

社外監査役 ３名/全監査役５名

小林　洋右 氏   元株式会社エフエム群馬代表取締役社長

福島　金夫 氏   元群馬県教育委員会教育長

田中　誠    氏   タクス税理士法人代表社員

取締役の指名や報酬に関する意思決定に独立

社外取締役が適切に関与し、手続きの客観性

と透明性を高めるため、２０１８年７月に設置。
株主総会

取締役会
役員９名（社外２名）

頭取
（常務会）

本部

営業店

監査役会
監査役５名（社外３名）

外部監査
（会計監査人）

ＥＹ新日本有限責任監査法人

内部監査部門
（監査部）

各種委員会

グループ経営会議

グループ会社

指名諮問委員会
報酬諮問委員会
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ＥＳＧへの取組み（３） ～ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ（Governance)～
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群馬銀行グループ ＳＤＧｓ宣言



メモ



「この街で」歌詞

あぁ いつか 記憶の中 旅してた

忘られぬ 水の匂い 風の音

目を閉じればそこに

やさしい天使が手を振る

あこがれた 都会の空 泳ぎたい

そうここは 色あせない いつまでも

物語はつづく あの地平線に向かって

悲しみさえもララ鳥は歌うよ

山に沈む太陽をみて思うよ

きざんだ 胸にいつまでも

この道はかがやく

作詞・作曲 吉田ゐさお（高崎市出身）

歌唱 萱野夏紀（当行行員）

澄みきった 赤城の空 吸い込んだ

思い出す 利根の川瀬 尾瀬ヶ原

清らかな水が 僕らの身体に流れる

胸おどらせてララ僕は歌うよ

夜空にひかる星をみて思うよ

やがてのぼる 朝日を目指して

この道はかがやく

☆群馬県の風景を織り込み、誰もが持つ郷愁と、

明るい未来へ希望をこめて制作。

☆当行のコマーシャル、店頭、イベントで活用、

ホームページ上でも配信中

Ｖalue for Ｔomorrow

群馬銀行イメージソング「この街で」



（注）本資料に記載の残高は 原則 表示未満切捨、増減率は 四捨五入しております。


